
　

「#KuToo

」

が
話
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
。
性

被
害
を
告
白
し
注

目
を
浴
び
た

「#M
eToo

」
そ

し
て
、
「
靴
」
と

「
苦
痛
」
を
掛
け

た
言
葉
で
、
パ
ン
プ
ス
や
ハ
イ

ヒ
ー
ル
を
強
要
さ
れ
、
靴
ず
れ

や
爪
か
ら
の
出
血
、
肩
こ
り
、

腰
痛
、
外
反
母
趾
と
い
っ
た
健

康
被
害
を
受
け
て
い
る
女
性
労

働
者
の
署
名
活
動
で
あ
る
▼
先

日
、
１
万
８
０
０
０
人
以
上
の

賛
同
者
を
集
め
、
「
性
差
別
」

に
当
た
る
と
し
て
強
制
し
な
い

よ
う
厚
生
労
働
省
に
対
し
改
善

を
求
め
た
も
の
の
、
「
社
会
通

念
に
照
ら
し
て
業
務
上
必
要
か

つ
相
当
な
範
囲
」
と
、
否
定
的

な
見
解
が
示
さ
れ
た
。
労
働
者

が
安
全
で
働
き
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
の
が
、
厚
生
労
働
省
が

考
え
る
べ
き
課
題
だ
が
、
苦
し

ん
で
い
る
女
性
が
多
く
い
る
こ

と
を
無
視
す
る
回
答
と
な
っ
た

▼
災
害
の
多
い
日
本
に
と
っ
て
、

避
難
時
に
走
り
に
く
い
パ
ン
プ

ス
・
ヒ
ー
ル
へ
の
批
判
は
大
き

い
。
一
時
的
な
盛
り
上
が
り
で

終
わ
ら
な
い
よ
う
引
き
続
き

行
動
に
起
こ
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
▼
私
た
ち
組
合
員
も

「#KuToo

」
の
取
り
組
み
に

学
び
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
づ
く
り
の
た
め
に
、

厳
し
い
職
場
実
態
を
職
場
か
ら

声
を
あ
げ
、
当
局
へ
あ
き
ら
め

ず
に
要
求
に
つ
な
げ
て
い
く
運

動
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

６
月
１
日
、
定
期
大
会
を
開
催
し
、
賃
金
改
善
、
人
員
確
保
、
職
場
改
善
及
び
政
治
闘

争
等
の
運
動
方
針
に
つ
い
て
代
議
員
の
補
強
発
言
を
受
け
確
立
さ
れ
た
。
人
員
確
保
や
県

人
勧
闘
争
に
向
け
た
当
面
の
闘
争
方
針
も
決
定
。
生
涯
賃
金
回
復
と
職
場
を
原
点
と
す
る

運
動
構
築
、
更
に
は
政
治
決
戦
で
の
推
薦
候
補
者
勝
利
に
全
力
を
挙
げ
る
大
会
宣
言
を
採
択
、

大
﨑
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
意
思
統
一
し
た
。
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６
月
８
日
（
土
）
、
自
治
労

岩
手
県
本
部
主
催
に
よ
る
新
規

採
用
職
員
交
流
会
が
エ
ス
ポ
ワ

ー
ル
い
わ
て
で
開
催
さ
れ
、
県

を
含
む
県
内
市
町
職
員
62
人
が

参
加
し
た
。

▲昨年１年間の取り組みの総括と今年度の運動方針などについて議論を交わした第122回定期大会

▲盛岡市議選に臨む自身の決意と
支持拡大を訴える野中靖志さん

▲新役員紹介・左から小田嶋副委員長、宮手中執、細野中執、熊谷剛中執、大﨑委員長

　

来
賓
の
達
増
拓
也
知
事
か
ら
、

「
地
方
自
治
が
大
事
な
時
代
に
、

人
手
不
足
の
中
、
働
く
場
と
し

て
地
方
公
務
員
を
選
ん
で
い
た

だ
き
、
お
礼
申
し
上
げ
た
い
」

と
述
べ
た
う
え
で
、
「
今
年
度

県
民
計
画
を
策
定
し
県
政
を
進

め
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
自

治
体
職
場
が
被
災
し
た
も
の
の
、

自
治
体
職
員
の
力
で
自
治
を
回

復
さ
せ
て
き
た
。
私
も
外
務
省

の
経
験
か
ら
、
世
界
は
地
方
自

治
で
で
き
て
い
る
こ
と
を
実
感

　

冒
頭
、
県
本
部
伊
藤
執
行
委

員
長
か
ら
、
「
自
治
労
は
全
国

の
都
道
府
県
、
市
区
町
村
、
公

共
民
間
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
組
合

が
加
盟
す
る
全
国
80
万
人
の
日

本
最
大
の
組
織
。
県
内
・
東
北

・
全
国
と
の
交
流
、

職
場
の
枠
を
超
え

た
交
流
こ
そ
が
自

分
の
財
産
と
な
る
。

是
非
組
合
を
活
用

し
、
交
流
を
深
め

て
ほ
し
い
」
。

自治労県本部
及川書記長

地公共闘
佐藤淳一議長

小西和子
社民党県連合代表

こくみん共済COOP
齋藤県本部長

県
内
市
町
村
職
員
62
人
が
参
加
し
交
流

交
流
こ
そ
自
分
の
財
産

自
治
労
県
本
部
「
新
規
採
用
職
員
」
交
流
会

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
署
名
、
国
に
働
き
か
け
を
知
事
に
要
請

一
日
も
早
い
核
廃
絶
を
訴
え
る

反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー

　

「
語
り
継
ご
う
、
走
り
続
け

よ
う
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

の
心
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全

国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

平
和
の
火
リ
レ
ー
。
今
年
も
広

島
平
和
公
園
の
平
和
の
火
を
ト

ー
チ
に
掲
げ
、
「
核
の
な
い
平

和
な
社
会
の
実
現
、
平
和
行
政

の
推
進
」
な
ど
を
訴
え
な
が
ら

６
月
７
日
か
ら
６
月
９
日
、
二

戸
市
か
ら
一
関
市
ま
で
青
年
・

女
性
が
リ
レ
ー
で
縦
断
し
た
。

　

初
日
、
二
戸
市
（
堀
野
近
隣

公
園
）
を
ス
タ
ー
ト
し
た
参
加

者
は
、
沿
道
か
ら
の
「
が
ん
ば

れ
ー
」
と
声
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
平
和
の
火
を
つ
な
ぎ
、
盛

岡
市
（
県
公
会
堂
前
）
で
初
日

の
リ
レ
ー
を
終
え
た
。

　

夕
方
、
日
本
青
年
学
生
平
和

友
好
祭
実
行
委
員
会
の
倉
本
実

行
委
員
長
と
参
加
者
、
そ
し
て

小
西
県
議
の
５
人
は
達
増
拓
也

県
知
事
を
訪
問
。
倉
本
委
員
長

豊かな暮らしへ、ともにまっすぐ

職場・職域の運動強化から労働改善と組織拡大を職場・職域の運動強化から労働改善と組織拡大を職場・職域の運動強化から労働改善と組織拡大を
県職連合第26回・県職労第122回定期大会

政
治
決
戦
で
の
推
薦
候
補
者
全
員
の
勝
利
に
全
力
を

　

開
会
に
当
た
り
、
大
﨑
中
央

執
行
委
員
長
か
ら
「
働
き
方
改

革
と
称
し
て
今
年
度
か
ら
超
勤

時
間
の
上
限
規
制
が
導
入
さ
れ

た
。
し
か
し
、
他
律
的
業
務
部

署
と
し
て
相
当
数
指
定
さ
れ
た
。

当
局
が
勝
手
に
現
状
を
追
認
す

強
化
を
進
め
る
。
県
職
労
組
織

は
、
２
０
０
０
年
代
の
当
局
の

合
理
化
で
人
員
が
削
減
さ
れ
て

以
降
、
加
入
率
の
回
復
に
至
っ

て
い
な
い
。
新
採
用
職
員
を
は

じ
め
組
織
の
強
化
拡
大
も
重
要

で
あ
る
。
今
年
は
参
院
選
と
統

一
自
治
体
選
の
重
要
な
年
で
あ

り
、
平
和
と
基
本
的
人
権
を
侵

す
改
憲
阻
止
に
向
け
て
全
力

を
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
し
て
自

治
労
県
本
部
及
川
書
記
長
、
岩

る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
果
た
し

て
当
局
は
本
当
に
長
時
間
労
働

を
是
正
す
る
姿
勢
が
あ
る
か
疑

問
だ
。
２
０
１
９
春
闘
ア
ン
ケ

ー
ト
の
組
合
員
の
一
言
要
求
も

人
員
不
足
の
声
が
多
い
。
超
勤

縮
減
と
人
員
確
保
の
取
り
組
み

手
県
地
方
公
務
員
共
闘
会
議
佐

藤
議
長
（
岩
教
組
委
員
長
）
、

社
民
党
県
連
合
代
表
・
小
西
県

議
、
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
О
О
Ｐ

齋
藤
本
部
長
か
ら
来
賓
あ
い
さ

つ
を
受
け
た
。

　

運
動
方
針
等
の
提
起
の
の
ち
、

代
議
員
か
ら
の
補
強
発
言
を
受

け
、
運
動
方
針
等
は
提
案
ど
お

り
採
択
さ
れ
た
。
県
職
連
合
の

役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
役
員

体
制
が
確
立
し
た
。

　

大
会
当
日
に
提
起
し
た
当
面

の
闘
争
方
針
と
代
議
員
の
発
言

と
答
弁
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

　

【
当
面
の
闘
争
方
針
】

　

①
２
０
１
９
人
勧
闘
争

　

人
事
院
勧
告
に
向
け
、
７
月

25
日
の
中
央
行
動
に
結
集
し
て

勤
務
意
欲
が
実
感
で
き
る
改
善

勧
告
を
求
め
る
と
と
も
に
、
人

勧
を
踏
ま
え
て
地
公
共
闘
に
結

集
し
て
県
人
勧
で
の
改
善
勧
告

を
求
め
て
い
く
。
特
に
継
続
課

題
で
あ
る
住
居
等
の
諸
手
当
改

善
に
向
け
闘
争
を
強
化
す
る
。

　

②
人
員
確
保
闘
争

　

７
月
上
旬
に
「
分
会
基
礎
調

査
結
果
」
を
集
約
し
た
人
員
確

保
統
一
要
求
書
を
当
局
に
提
出

す
る
と
と
も
に
、
来
年
度
の
定

数
要
求
時
期
（
８
月
下
旬
〜
９

月
）
を
見
据
え
、
各
支
部
・
分

会
・
評
協
議
会
で
の
職
場
点
検

を
踏
ま
え
、
必
要
な
人
員
を
各

管
理
者
（
所
属
長
な
ど
）
・
主

管
室
課
に
要
求
す
る
職
場
要
求

を
進
め
て
い
く
。
併
せ
て
、
今

年
度
の
任
期
付
職
員
の
任
期
の

定
め
の
な
い
職
員
の
選
考
採
用

枠
の
拡
大
と
勤
務
実
績
を
踏
ま

え
た
採
用
と
す
る
よ
う
、
７
月

上
旬
に
知
事
あ
て
要
請
書
を
提

出
す
る
と
と
も
に
、
職
場
実
態

を
踏
ま
え
た
要
求
と
す
べ
く
、

６
月
に
全
分
会
に
よ
る
支
部
決

議
を
集
約
し
、
職
場
の
声
を
当

局
に
突
き
付
け
て
い
く
。

　

③
会
計
年
度
任
用
職
員

　

７
月
か
ら
個
々
の
処
遇
や
任

用
面
の
交
渉
が
本
格
化
す
る
こ

と
か
ら
、
各
支
部
・
分
会
で
の

学
習
強
化
と
課
題
集
約
を
進
め
、

処
遇
改
善
と
任
用
確
保
を
当
局

に
求
め
て
い
く
。

　

④
政
治
闘
争

　

参
院
選
・
岩
手
選
挙
区
に

「
横
沢
た
か
の
り
」
（
47
歳
・

新
人
・
無
所
属
・
野
党
統
一
候

補
）
を
推
薦
し
、
必
勝
に
向
け

て
支
持
拡
大
を
進
め
る
。

働
く
人
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
政
治
へ

８
月
盛
岡
市
議
選
で
の
必
勝
に
向
け
決
意

新
任
役
員
紹
介

来
賓
あ
い
さ
つ

　

県
職
労
第
１
２
２
回
定
期
大

会
で
新
任
役
員
の
紹
介
が
行
わ

れ
、
代
表
し
て
大
﨑
中
央
執
行

委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。

（
写
真
左
か
ら
、
小
田
嶋
副
委

員
長
、
宮
手
中
執
、
細
野
中

執
、
熊
谷
剛
中
執
）

退
任
役
員
紹
介

　

３
月
末
で
退
任
し
た
役
員
は

次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

■
小
野　

演
彦　
中
央
執
行
委
員
長

■
和
野　

樹
史　
中
央
執
行
委
員

■
上
野　

由
克　
中
央
執
行
委
員

■
加
藤　

邦
庸　
中
央
執
行
委
員

■
佐
藤　
　

拓　
中
央
執
行
委
員

■
菊
地　

琢
也　

会
計
監
事

 

定
期
大
会
で
は
８
月
18
日
告

示
・
25
日
投
開
票
の
盛
岡
市
議

選
に
県
職
労
組
織
内
と
し
て
擁

立
す
る
「
野
中
や
す
し
」
（
55

歳
・
新
人
・
社
民
党
公
認
）
が

決
意
を
表
明
。
「
県
職
労
、
自

治
労
運
動
を
通
し
て
働
く
者
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
職
場
・

地
域
を
ど
う
作
る
か
労
働
運
動

で
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

し
か
し
、
課
題
を
解
決
す
る
に

は
政
治
を
変
え
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。
自
治
労
で
は
１
自
治

非
正
規
職
員
の
雇
用
の
安
定
と
処
遇
改
善
を

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

野
中 

や
す
し

盛
岡
市
議
選
組
織
内
予
定
候
補
者

　

組
合
員
の
皆
様
、
日
々
の
お

仕
事
、
大
変
お
疲
れ
様
で
す
。

　

今
回
は
、
来
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
「
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

現
在
、
全
国
の
自
治
体
で
は

六
十
四
万
人
の
非
正
規
労
働
者

が
働
い
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
の
保
育
所
な
ど
で
は
、

保
育
士
が
正
規
職
員
の
人
数
よ

　

職
場
を
訪
問
す
る
と
、
「
来

春
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

が
始
ま
る
の
に
、
当
局
か
ら
何
ら

情
報
が
来
な
く
て
不
安
だ
」
と
い

う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

「
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
」
は
、
自
治
体
の
非
正
規
職

員
の
雇
用
の
安
定
と
処
遇
の
改

善
に
つ
な
が
る
も
の
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
私
は
考
え
ま
す
。

　

県
職
労
は
、
先
の
県
議
会
二

月
定
例
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
非

正
規
職
員
に
は
支
給
さ
れ
な

か
っ
た
「
一
時
金
（
期
末
手

当
）
」
や
「
退
職
手
当
」
の
支

給
（
勤
続
期
間
制
限
あ
り
）
を

り
も
非
常
勤
職
員
の
人
数
が
多

い
職
場
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

非
正
規
職
員
の
中
に
は
、
正

規
職
員
と
変
わ
ら
な
い
仕
事
を

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
規
と

非
正
規
の
間
に
は
賃
金
や
休
暇

な
ど
大
き
な
格
差
が
存
在
し
て

い
る
の
が
実
態
で
す
。

可
能
に
す
る
条
例
改
正
を
行
わ

せ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
「
初
任
給
」
の
引

き
上
げ
や
、
「
病
気
休
暇
」
の

有
給
化
の
継
続
、
「
面
接
」
試

験
に
よ
る
継
続
雇
用
の
確
保
な

ど
を
、
当
局
に
求
め
て
、
交
渉

を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　

非
正
規
職
員
の
皆
さ
ん
が
、

「
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
」
を
め
ざ
し
て
、
私
も
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
職
場
の
不
安
や
不
満

を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲ワールドカフェで交流を図る参加者

▲「核兵器禁止条約への署名」など国への要請を行う小西県議と実行委メンバー（左）

「職場の枠を超えた交流をしよう」とあいさつする県本部伊藤委員長

あいさつする達増知事

講演する二宮清純氏

▲知事に要請書を手渡す倉本実行委員長（右）

▲平和を願って走る県庁支部組合員

か
ら
、
非
核
・
平
和
自
治
体
宣

言
を
活
か
し
た
平
和
行
政
の
推

進
、
す
み
や
か
な
核
兵
器
廃

絶
、
平
和
な
国
際
社
会
の
実
現

の
た
め
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の

署
名
を
政
府
に
働
き
か
け
る
こ

と
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

促
進
と
し
て
太
陽
光
発
電
設
置

者
へ
の
助
成
措
置
拡
充
な
ど
、

県
と
し
て
も
核
廃
絶
と
平
和
な

社
会
を
実
現
す
る
取
り
組
み
を

積
極
的
に
行
う
よ
う
要
請
書
を

提
出
。

　

知
事
か
ら
、
「
岩
手
で
も
太

陽
光
発
電
、
風
力
発
電
、
地
熱

発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
こ
れ
か
ら
も
重

点
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　

こ
の
広
島
平
和
記
念
公
園
の

平
和
の
火
（
と
も
し
び
）
は
、

世
界
か
ら
核
が
な
く
な
っ
た
時

に
消
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
日
も
早
い
核
廃
絶
、
そ
し

て
、
二
度
と
戦
争
の
起
こ
ら
な

い
平
和
な
社
会
を
め
ざ
し
、
引

き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

し
た
。
地
方
の
あ
り
よ
う
が
、

国
と
国
の
付
き
合
い
、
平
和
問

題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
地
方

こ
そ
が
国
の
生
活
の
現
場
で
あ

り
、
地
方
が
良
く
な
れ
ば
世
界

も
良
く
な
る
。
好
奇
心
旺
盛
に

し
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
ほ

し
い
」
と
自
治
体
労
働
者
へ
の

期
待
を
込
め
た
あ
い
さ
つ
が
さ

れ
た
。

　

講
演
で
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
に

見
る
チ
ー
ム
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
強
い
組
織
」
と
題

し
て
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
二
宮
清
純
氏
が
講
演
。
「
野

球
界
で
は
日
本
人
野
茂
選
手
の

ト
ル
ネ
ー
ド
投
法
、
イ
チ
ロ
ー

選
手
の
振
り
子
打
法
は
、
そ
の

ス
キ
ル
を
貫
き
流
さ
れ
な
い
こ

と
（skill

よ
り
もwill

）
に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

職
場
で
も
い
え
る
こ
と
だ
が
、

人
材
育
成
は
、
個
々
の
性
格
や

才
能
を
認
め
つ
つ
、
適
材
・
適

所
・
適
時
が
大
切
で
あ
り
、
そ

こ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

大
事
。
メ
ー
ル
の
よ
う
な
業
務

連
絡
は
す
れ
違
い
が
多
く
、
電

話
や
で
き
れ
ば
会
っ
て
話
を
す

る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
」
。

「
一
人
だ
け
の
成
果
は
周
り
へ

の
不
満
に
つ
な
が
る
。
チ
ー
ム

が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
選
手

の
居
場
所
、
役
割
、
出
番
が
重

要
で
あ
り
、
チ
ー
ム
の
勝
利
を

み
ん
な
で
実
感
で
き
る
。
ま
た
、

リ
ー
ダ
ー
に
も
①Passion

（
気
持
ち
）
②M

ission

（
任

務
）
③Action

（
行
動
）
の
素

質
が
必
要
で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー

一
人
よ
り
二
人
、
そ
し
て
全
員

が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を

持
て
ば
チ
ー
ム
も
組
織
も
必
ず

強
く
な
る
」
と
し
、
組
織
と
し

て
の
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
。

そ
の
後
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
、
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
通
じ
、
時

間
い
っ
ぱ
い
交
流
を
深
め
た
貴

重
な
一
日
で
だ
っ
た
。

▶人間らしい仕事と暮らしを
　ワーキングプアをなくすため、まずは最低賃金
1,000円以上をめざします。
▶子供・子育て環境の充実を
　教育予算を先進国並みに引き上げます。（GDP
５％水準）
▶暮らしに保障と安心を
　年金積立金の株式運用を制限し、安心の年金制
度を構築します。
▶地方に元気を
　日本の農林水産業の将来を担う若者を育成・支
援します。
▶本当の恒久平和を
　辺野古新基地建設に反対し、米軍基地の整理・
縮小を求めます。

社民党 参議院比例代表予定候補

吉田ただとも

吉田ただともの政策

体
１
議
員
を
確
保
し
よ
う
と
地

方
自
治
確
立
に
向
け
て
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
。
盛
岡
市
政

は
県
と
し
て
も
重
要
な
位
置
付

け
だ
。
働
く
人
、
高
齢
者
、
子

ど
も
な
ど
が
笑
顔
輝
く
街
づ
く

り
に
向
け
て
全
力
を
挙
げ
て
い

く
。
12
年
前
の
い
さ
わ
昌
弘
県

議
以
来
の
盛
岡
で
の
組
織
内
議

員
の
確
保
に
向
け
、
皆
さ
ん
の

一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
決
意
と
支
持
拡
大
を
訴

え
た
。


